
主催 子どもと法・21 （連絡先 03－3353－0841 石井法律事務所） 

子どもと法・21 連続学習会（2014 年度その２） 

 

「中学生就労死事件」を考える 

講師：内田良子さん（カウンセラー） 

日時：2014 年 12 月 12 日（金）午後６時 30 分から午後８時 30 分 

場所：四谷地域センター11 階：集会室４ （下記地図参照） 

 

2012 年 8 月 6 日に足利市立中学校の生徒（14 歳）が耐震改修工事現場で就労中に死亡し

ました。いうまでもなく中学生の就労は禁止されています※。それではなぜこの生徒は就労

していたのでしょうか。ここには、「非行傾向のある子ども対策」と近年文科省が進めてい

る「職場体験学習」が密接に絡んでいます。 

足利市では、この事実関係を調査し、生徒の就労の原因、経緯等を明らかにするととも

に、生徒の就労について再発防止に関する提言を行うため「足利市立中学校生徒の就労に

係る死亡事故に関する第三者調査委員会」（委員長：喜多明人氏）を設置。その報告書が本

年 7 月 30 日提出されました。「足利市立中学校生徒の就労に係る死亡事故に関する調査報

告書」は http://www.city.ashikaga.tochigi.jp/uploaded/attachment/25881.pdf で読め

ます。（裏面に同第三者調査委員会の「提言」のみ掲載します。） 

当日は、前記第三調査委員会委員で、長年「不登校問題」に関わってきたカウンセラー

で子どもと法・21 の代表でもある内田良子さんにお話ししていただきます。 

多くの皆様のご参加をお待ちします。 

 

（資料代：500 円） 

 

 

※「使用者は、児童が満

15 歳に達した日以後の

最初の 3 月 31 日が終了

するまで、これを使用し

てはならない。」（労働基

準法 56 条 1項） 



「足利市中学校生徒の就労に係る死亡事故に関する調査報告書」から（提言部分抜粋） 

 

第 4 部 中学生就労死亡事故及び生徒就労に関する再発防止の提言 

 

第１章 中学生の就労に関する再発防止の提言 

第１節 中学生の違法な「就労」防止に向けて 

第２節 中学生の就労及び「職場体験活動」における事故の防止に向けて 

１） 中学生の就労の例外 

２） 中学生の就労と学校の安全配慮 

３） 「職場体験活動」と安全管理 

 

第 2 章 中学生就労の背景にある「非行」傾向の生徒への対応に関する提言 

 第１節 学校の支援体制の整備 

 第２節 学校外の居場所の整備―どこで学ぶかではなく、内を学ぶか― 

第３節 労働体験的な学びの場の確保 

第４節 地域と連携した教育活動の充実 

第５節 「非行」傾向の生徒の不登校対策の充実 

１） 適応指導教室改善 

２） 不登校の生徒の実態把握とその対策 

第６節 子ども・保護者が安心して相談できる相談・救済機関の創設 

１） 足利市の相談機関の現状と問題点 

２） 子ども・保護者が安心して相談できる総合的な相談・救済機関の設置と条例化 

３） 民間の相談機関、市民団体との連携、協働及び支援 

 

第３章 重大な事故対策に関する事後対応、調査活動の改善に関する提言 

 第１節 重大な事故事件の発生時における市教委の事後対応の在り方 

１） 市教委の被害者・遺族に対する情報（事故の経過や原因調査の結果など）の提供 

２） 市教委の被害者・遺族の気持ち・意向への配慮とその聴取への努力 

３） 市教委の被害者・遺族に対する調査結果の報告 

４） 市の公的対応における適正な手続の確保の必要性 

 第２節 重大な事故事件に対する第三者委員会の設置 

 

結びにかえて 

――学校の総合的な支援システムとその法的整備について 

１） 制度改善の提言の実効性を担保するために 

２） 学校の総合的な支援システムに関する法的整備の必要性 

―「学校支援に関する総合条例」の例示など― 

 

 

 


